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	応用
	抗原情報
	背景
	Ron は、最初、細胞内で単鎖の pro-Ron 前駆体として合成され、これが 2 つの活性鎖に切断されます。RON シグナル伝達は、創傷部位での上皮細胞の移動、増殖、および生存を促進することにより、創傷治癒反応を活性化します。また、マクロファージの移動および貪食活性を調節することにより、自然免疫反応において役割を果たします。MST1 リガンドに結合して細胞外マトリックスから細胞質にシグナルを伝達する受容体チロシンキナーゼです。細胞の生存、移動、分化など、多くの生理学的プロセスを調節します。細胞表面でのリガンド結合により、RON の細胞内ドメインの自己リン酸化が誘導され、下流のシグナル伝達分子のドッキング サイトが提供されます。リガンドによる活性化に続いて、PI3 キナーゼ サブユニット PIK3R1、PLCG1、またはアダプター GAB1 と相互作用します。 RONによるこれらの下流エフェクターのリクルートは、RAS-ERK、PI3キナーゼ-AKT、PLCγ-PKCなど、複数のシグナル伝達カスケードの活性化につながります。RONシグナル伝達は、創傷部位における上皮細胞の移動、増殖、および生存を促進することで、創傷治癒反応を活性化します。また、マクロファージの移動および貪食活性を調節することで、自然免疫応答にも関与しています。さらに、RONはMST1リガンド以外の成長因子に対する反応として、細胞の移動や増殖などのシグナルを促進することもあります。
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	SKBR3 細胞溶解物における RON 発現のウェスタン ブロット分析。

